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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

平成１７年に開設しました１１４名定員のユニット型特養です。 

全室個室でゆとりのある居住空間を提供しています。「その人らしさを大切に」

の法人理念のもと、ご入居者が快適に過ごせるように自立支援を行っています。

《１．研究前の状況と課題》 

 当施設では、冬期間の感染症予防の為、１

日１回の全館放送による音楽を合図に、各居

室の窓や共用部の窓を開けて「空気入れ替え

全館一斉換気」を実施している。 

また、次亜塩素酸ナトリウム希釈液を使用

し、人が手を触れる手すり・来客用下駄箱・

職員用下駄箱・ドアノブ等を消毒、面会者・

外部業者・職員が使用する出入り口に関して

は毎日１回、ご入居者のいるフロアでは週に

２回実施している。 

多摩地区での感染性胃腸炎の状況は施設

内において、業務申し送りや会議等を通じ

て、更には啓発を促すポスター等を活用し

て、職員には周知をしていた。自動手指消毒

器も外部からの出入り口、ご入居者の各ユニ

ットも合わせて施設内に１９台設置してい

る。また、感染症対策の研修会を年間計画に

基づいて実施している。 

 ３階建３フロア１２ユニット（１フロア３

８名）のうち、平成２５年１月２４日にノロ

ウイルスが原因と思われる感染性胃腸炎の

感染者が確認され、その後、ご入居者１２名、

職員５名（感染疑い者を含む）の感染拡大が

見られた。 

実際に症状を発見時の正しい処理方法や

対応については、会議や研修を通し、職員に

周知は行ってはいた。しかし、いざその場に

直面した時に感染症疑いのあるご入居者へ

の初動対応が適切な形で実践できなかった

事が感染拡大の要因となった。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

○全職員の初動対応が正しく行えるように

なる事。 

○発生後には感染症対策委員会を中心に情

報の一元化と施設全体が一丸となって、正し

い対応を行う事で、早期終息に繋がる事。 
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《３．具体的な取り組みの内容》

ご入居者・職員を含めて１７名の感染（疑

いも含む）に至って、終息宣言するまでの２

週間の取り組みに焦点をあて報告する。

感染性胃腸炎を疑う症状の発生を受けて、

施設長指示の下、緊急の施設内感染症対策委

員会を開催し、以下の内容を取り決めた。

・２階フロアへの面会やご入居者、職員の１

階３階フロアへの移動を必要最低限にする。

・使い捨て食器の部分使用と大型の衣装ケー

スを転用して全食器の消毒の実施。

・感染症疑いのある方の居室前に備品棚を設

置してガウンテクニックを実施。

・エリア毎の状況が一目で分かるように「マ

ッピング」を活用し、情報の共有化を図った。

《４．取り組みの結果と考察》

１、取り組みの結果として

◎他の２フロアに感染拡大する事なく、２階

フロアだけに封じ込める事ができた。

◎２週間という短期間で一応の終息宣言を

出す事ができた。

２、取り組みの考察として

○職員連絡用大型ホワイトボードを設置し、

あらゆる情報をそこに一元管理して有効に

活用した事で、以下３点の効果が見られた。

①新しく変更した対応方法の連絡等をシフ

ト勤務で職員が入れ替わっても適切に共有

し確実に実施する事ができた。

②日々変化するご入居者の健康状況や職員

の体調状況も含めての細かな連絡事項を、時

系列で更新しながら情報の管理を行えた。

③自然発生的に職員間で終結に向けての決

意として「ノロウイルスなんかに負けない」

という標語が生まれて、そこに書き込まれ

た。職員間にこれまでに感じた事のない一体

感を感じる事が出来た。

○ユニット型全室個室という事もあって、症

状が疑われる方に居室内安静を協力して頂

く事が、多床室中心の従来型特養と比べて容

易だった。

○面会を遠慮して頂いた事により、御家族か

らの不安の声や、いつまで続くのかという問

い合わせに対し、職員にとって、早期終結に

向けてのモチベーションへと繋がった。

○感染に至らなかった方も含め、ストレス解

消法として、普段は活用されていないベラン

ダへの散歩を行う事が大きな気分転換とな

る事が分った。

《５．まとめ、結論》

初動対応において、嘔吐発見時の適切な対

応を、結果として実践できなかった事が感染

拡大を招く結果となってしまった。

「どれだけ備えていても感染症は待ってく

れない」

感染症対応後にも、適切な備品管理と備蓄

の重要性、情報の共有と一元化を行う事が、早

期終結への道筋である事も確認できた。

また、入院に至るような重篤な症状のご入

居者を出す事無く、比較的、早期に終結を図

れた事は、ご家族の心配に思う声を職員が真

に受け止め、施設一丸となって感染症をやっ

つけるという強い団結力の現れであると考

えている。

《６．倫理的配慮に関する事項》

 本発表にあたっての配慮として、個人情報

保護規定に基づき、不特定多数の第三者に個

人が特定されるような情報として公開しな

い事を説明している。

《８．提案と発信》

 人の集まる所、病院・学校・保育所それぞれ

に感染症の対策について取り組みはあるが、特

別養護老人ホームにおいては感染の拡大と重

症化が顕著に現れる為、初動対応の重要さが問

われる。今回、当施設での取り組みが結果とし

て早期終結に結びついた事で参考になれば幸

いです。
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